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▲スマート自治体・スマートシティ

▲第２庁舎３階のふれあいルーム

香
こう

田
だ

  永
なが

明
あき

大
おお

北
きた

  良
よし

子
こ

問　

ス
マ
ー
ト
自
治
体
・
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
ど
の
よ
う

に
計
画
し
実
行
す
る
の
か
。

答　
「
第
５
次
播
磨
町
総
合

計
画
」
に
掲
げ
ら
れ
た
施
策

の
一
つ
で
あ
る
「
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
進
め
る
ま

ち
づ
く
り
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
達
成
す
る
た
め
、
様
々

な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

電
子
自
治
体
推
進
事
業
の

実
施
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
自

治
体
お
よ
び
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
の
推
進
が
図
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

問　

ス
マ
ー
ト
自
治
体
推
進

の
重
要
な
施
策
の
一
つ
に
働

き
方
改
革
が
あ
る
。
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
・
テ
レ
ワ
ー
ク
活

一

般

質

問

無所属

無所属

スマート自治体・シティの推進を

今後の不登校支援策は

計画的に実施している

ふれあいルームで継続支援

岡本理事

教育長

ここを　  うここを　  う問問町政

問　

不
登
校
の
児
童
生
徒
数

は
コ
ロ
ナ
禍
で
過
去
最
多
と

な
り
、
そ
の
理
由
は
複
雑
化

し
て
い
る
。
ふ
れ
あ
い
ル
ー

ム
に
通
う
児
童
生
徒
や
そ
の

保
護
者
か
ら
の
希
望
で
、
形

式
が
変
わ
っ
た
こ
と
は
。

答　

児
童
生
徒
の
悩
み
や
困

難
さ
は
多
種
多
様
で
、
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
対

応
を
継
続
す
る
。

問　

多
様
化
す
る
不
登
校
の

現
実
を
踏
ま
え
た
今
後
の
ふ

れ
あ
い
ル
ー
ム
の
対
応
は
。

答　

今
後
も
、
利
用
者
や
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

▲再生可能エネルギーの利用を

▲下水道工事の現場

野
の

北
ぎた

  知
とも

見
み

藤
ふじ

原
わら

  秀
しゅうさく

策

問　

本
年
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ

Ｐ
26
に
お
い
て
、
産
業
革
命

前
か
ら
の
気
温
上
昇
を
１
・

５
度
に
抑
え
る
こ
と
が
目
標

と
な
っ
た
。
２
０
５
０
年
ま

で
に
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
宣
言
」を
行
う
べ
き
で
は
。

答　

宣
言
は
し
て
い
な
い
が
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

や
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進

に
、
住
民
、
事
業
者
、
町
が

相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
し
て
い

く
。

問　

現
在
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
に
補
助
を
行
っ

問　

下
水
道
工
事
が
で
き
て

い
な
い
地
区
は
あ
る
の
か
。

答　

市
街
化
区
域
は
、
お
お

む
ね
供
用
開
始
区
域
と
な
っ

て
い
る
が
、
私
道
な
ど
一
部

工
事
が
困
難
な
場
所
が
あ
る
。

問　

土
山
駅
北
地
区
の
下
水

道
布
設
工
事
は
。

答　

主
要
な
町
道
で
は
汚
水

管
は
整
備
さ
れ
て
い
る
。
駅

北
整
備
計
画
が
決
定
さ
れ
て

い
な
い
道
路
位
置
で
の
汚
水

管
整
備
で
は
、
重
複
投
資
を

避
け
る
べ
き
と
考
え
、
布
設

を
見
送
っ
て
い
る
。

問　

令
和
２
年
度
の
接
続
戸

数
は
。

答　

新
設
工
事
は
２
６
１
件
、

改
造
工
事
に
よ
る
接
続
は
31

一

般

質

問

日本共産党

政風会

脱炭素社会への取り組みは

下水道工事の現状は

ゼロカーボンを目指す

市街化区域はおおむね供用済

藤原理事

高見理事

て
い
る
が
、
家
庭
用
蓄
電
池

に
も
補
助
制
度
を
設
け
る
考

え
は
。

答　

蓄
電
池
の
普
及
も
必
要

で
あ
る
。
国
な
ど
の
補
助
金

も
鑑
み
な
が
ら
、
補
助
金
の

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

公
共
施
設
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
の
考
え
は
。

答　

太
陽
光
発
電
を
は
じ
め

と
す
る
設
備
の
導
入
を
検
討

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

町
内
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

は
り
ま
病
院

で
実
施

藤
原
理
事

問　

今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
で
は
、
検
査

の
有
効
活
用
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

町
内
医
療
機
関
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
現
状
は
。

答　

は
り
ま
病
院
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　

発
熱
等
・
検
査
医
療
機
関

と
し
て
、
町
内
で
６
医
療
機

関
が
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
さ
れ
て
い
る
が
、
検
査
方

法
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

用
な
ど
が
あ
る
が
、
職
員
、

議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
支
給

し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

職
員
に
１
人
一
台
配
備

し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
を
活
用

す
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
が
、
議
会
で

も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

職
員
の
働
き
方
改
革
の

一
環
と
し
て
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
や
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
設
置
は
。

答　

緊
急
事
態
宣
言
発
令
時

は
、
中
央
公
民
館
に
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
た
。

問　

少
な
い
職
員
数
で
行
政

運
営
を
今
ま
で
以
上
に
保
つ

こ
と
が
、
ス
マ
ー
ト
自
治
体

を
推
進
す
る
目
的
で
あ
る
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は

住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。
職
員

に
も
住
民
に
も
わ
か
り
や
す

い
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
、

計
画
的
に
推
進
を
進
め
る
べ

き
で
は
。

答　

国
や
県
の
情
報
な
ど
が

変
化
す
る
中
、
そ
の
都
度
対

応
し
た
計
画
を
作
成
し
て
い

る
。今
後
も
研
究
し
て
い
く
。

問　

行
政
で
支
援
し
き
れ
な

い
部
分
に
つ
い
て
、
民
間
の

支
援
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
導

入
な
ど
の
検
討
は
。

答　

民
間
の
サ
ポ
ー
ト
施
設

な
ど
を
含
め
、
多
く
の
選
択

肢
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。

学
生
の
団
員
に
認
証
を

分
団
幹
部
か
ら

相
談
が
あ
れ
ば
検
討

岡
本
理
事

問　

消
防
団
員
と
し
て
活
動

し
た
学
生
に
交
付
す
る
学
生

消
防
団
活
動
認
証
証
明
書
は
、

就
職
活
動
の
自
己
Ｐ
Ｒ
で
活

用
で
き
る
。
学
生
の
団
員
を

増
や
す
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
が
。

答　

本
町
に
大
学
が
な
く
、

活
用
は
難
し
い
。
分
団
幹
部

か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
検
討
し

た
い
。

問　

週
に
２
回
、
町
内
巡
回

を
し
て
い
る
青
パ
ト
の
日
数

や
時
間
を
増
や
す
こ
と
で
、

抑
止
で
き
る
犯
罪
も
あ
る
と

考
え
る
。今
後
の
見
直
し
は
。

答　

加
古
川
市
と
協
議
中
だ

が
、
来
年
度
は
現
行
の
頻
度

で
実
施
す
る
。

件
で
あ
る
。

問　

下
水
道
法
で
は
、
接
続

可
能
と
な
っ
た
地
域
で
は
接

続
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
。接
続
依
頼
の
方
法
は
。

答　

文
書
や
訪
問
に
よ
る
接

続
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。

問　

未
接
続
の
主
な
理
由
は
。

答　

空
き
家
状
態
で
居
住
の

見
込
み
が
な
い
こ
と
や
、
家

屋
の
老
朽
化
に
よ
る
建
て
替

え
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

ソ
ウ
ブ
チ
池
の
常
時
貯
水
は

一
定
水
位
を

保
ち
管
理

長
谷
川
理
事

問　

地
盤
改
良
に
よ
る
環
境

改
善
や
堤
体
の
改
修
な
ど
を

行
い
、
良
好
な
自
然
環
境
の

保
全
に
努
め
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
雑
草
の
繁
茂
に

よ
り
近
隣
住
民
に
多
大
な
迷

惑
を
か
け
て
い
る
。
一
つ
の

案
と
し
て
常
時
水
を
貯
め
て

お
く
と
い
う
考
え
は
。

答　

野
添
水
利
組
合
に
よ
る

と
、
今
後
は
、
台
風
期
や
稲

の
収
穫
後
の
時
期
を
除
き
、

一
定
の
水
位
を
保
つ
よ
う
に

管
理
す
る
予
定
で
あ
る
。


